
菅島採石場緑化協定書 

 

鳥羽市（以下、「甲」という）と菅島町内会（以下、「乙」という）と鶴田石

材株式会社（以下、「丙」という）とは、菅島採石場の緑化について、次のとお

り協定書を締結するものとする。 

 

第１条 甲、乙、丙は、菅島採石場の緑化復元を目的として、協力して緑化にあ

たる。 

 

第２条 菅島採石場において緑化とは、法面整形工（緑化のための採石）及び緑

化工とする。 

 

第３条 丙は、丙の費用と負担において、前条の菅島採石場の緑化を平成３４年

３月３１日までに終結する。ただし、緑化工については、1 年間の猶予

を認める。 

 

２ 前項の履行を担保するため、平成２６年 ７月１１日までに丙は金

５千万円を担保金として甲に預ける。 

 

３ 甲は、前項の担保金について緑化の終了が確認できた時点で丙に返

金するものとする。この場合、担保金には利息を付さないものとする。 

 

４ 甲は、丙が丙の責に帰すべき理由により第１項の義務を果たさなか

った場合、第２項の担保金を没収する。又、担保金は、菅島採石場の

緑化工のために使用する。 

 

５ 丙は、第１項の義務を果たさなかった場合は違約金１億円を甲及び

乙に支払うものとする。ただし、違約金額については、緑化、土地利

用等の進捗状況を勘案し、甲、乙、丙、協議をする。 

 

６ 甲、乙、丙は、緑化終了後の地内の開発のあり方等について継続し

て協議する。 

 

第４条 丙は、緑化復元を図るため、緑化資金の原資として平成２６年 ７月  

１１日までに緑化基金２億円を積み立てる。 



２ この緑化基金の使用については、毎年の緑化資金として必要額を取

り崩して使用することができるものとし、丙は第３条第１項の緑化期

限までその管理を行い、その使用明細及び保管状況を毎年３月末にお

いて甲及び乙に報告するものとする。 

 

３ 丙は、緑化基金の残高がなくなった場合でも、丙の費用と負担にお

いて緑化完成まで緑化をしなければならない。 

 

第５条 各地区おける法面整形工については、つぎのとおりとする。 

 

 （１）大山地区  ＧＬ ２０ｍ  平均勾配 ４５°ＧＬ８０ｍ以下 

 （２）東山地区  ＧＬ １０ｍ  平均勾配  ２７°ＧＬ８０ｍ以上 

平均勾配 ４５°ＧＬ８０ｍ以下 

 （３）地区共通  高さ１０ｍ毎に５ｍの小段を整形し、５０ｃｍ以上の客

土を行う。 

 

第６条 緑化工を行う区域は、添付図面のとおりとする。 

 

  ２ 緑化工については、基本的には小段部（階段部）のみの植栽とし、小

段整形後速やかに行う。法面は岩盤の露出を減らし景観への配慮とする

ため小段部への常緑つる類の植栽、法面への植物の種子の吹き付けなど

により被覆する。 

 

  ３ 甲及び乙は、緑化工について計画的に行えるよう丙に対し指導助言を

行う。 

 

第７条 甲及び乙は、菅島採石場の緑化の履行状況確認のため現地調査を毎年実

施し、丙はこれに協力し報告書を作成するものとする。 

 

  ２ 甲及び乙は丙が提出した報告書を調査し、法面整形工及び緑化工につ

いて不備があれば指導助言し、丙は速やかに補充工を実施するものとす

る。 

 

  ３ 指導助言されたことを実行したことにより生じた費用は、丙の負担と

する。 

 



  ４ 甲は、丙から第１項の報告を受けた時は、市ホームページに緑化の進

捗状況を公表する。 

 

第 8条 この協定に定める事項及びこの協定に定めのない事項について協議 

   の必要が生じたときは、その都度甲、乙、丙が協議して定めるものとす

る。 

 

第９条 この協定書は、甲が土石（かんらん岩）売買契約書について鳥羽市議

会の議決を受けた日から効力を生じるものとする。（議決日平成２６年  

７月１１日 ） 

 

第１０条 本協定書の締結に伴い、平成１５年１月２３日締結の協定書（平成

２６年３月３１日変更）は効力を失う。 

 

 

 この協定成立の証として本書３通を作成し、甲、乙、丙押印のうえ、それぞ

れ１通を保管するものとする。 

 

平成２６年 ７月 １日 

 

甲              鳥羽市鳥羽３丁目１番１号 

                   鳥羽市長 木田 久主一 

 

乙              鳥羽市菅島町３番地 

                   菅島町内会長 木下 吉久 

 

丙              名古屋市熱田区森後町３番２４号 

                   鶴田石材株式会社  

                     取締役社長 鶴田 欣也 

 

 

 

 


